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第3次沖縄天然ガス資源調査・研究報告（その3）

一地表有孔虫調査・研究一
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　　　　　　　　　　　一Micropaleontology（Foramini色ra）一

　　　　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　　　　Hiroo　NAToRI＆Osamu　FuKuTA

　　　　　　　　　　　　　　　Abstr＆ct
　　　The　lower　part　ofthe　Yonabaru　Formation　is　characterized　by　six　species　ofbenthonic

　Foraminifera，that　is，Cα55蜘1伽窺α79α7磁，α0600α55蜘」枷励gJo605α，（う，70鰯ηα吻pon乞6α・

　Bo伽玩α70勧吻，To5漉αhαnzαωα∫and　U∂㎏8吻卯6769吻αゴ乞7aμα・Judging丘om　thejoint　occurrence

　・fα・δ㎏6吻，zθ卿h65，5拗67・漉η6」1・螂58鰯励麗andS・5勲h乞566η5，thispart・fthe

　Yonabaru　Formation　belongs　to　Olo砿g6痂αηψ6窺h65zone．

前章で述べた地表地質調査の際採集された試料，および今次の試験井付近から玉城村志堅原

にいたる路線に沿って採集された試料について，底棲ならびに浮遊性有孔虫の調査を行なった。

1，　沖縄本島中部地区

試料採集地点が断片的な勝連半島および津堅島を除い

た今次の主調査地域内の与那原層（下部）の厚さはおよ

そ200mと推定され，全体として，次の6種を多産種と

する底棲有孔虫群集によって特徴づけられている。

　　’oα5磁房伽餓硯9傭α

　　α0606α55蜘1伽5巳‘6gJo605α

　　の70鰯加吻ψo競α

　　βoJ痂ηα706Z‘吻

　　To5α∫αhαπzαωα彦

　　u∂∫967伽P6769吻α漉7ψ如

　上記の底棲有孔虫群集とよく似たものが，後で述べる

ように，今次の試験井の最上部にもみいだされる。ただ

し，今回採集した試料が必ずしもzone　by　z・neに採集

されたとはいえないこと，および，後で述ぺる試験井の

坑井地質に認められた底棲有孔虫群集帯が，本質的には

大差のないものであることから，底棲有孔虫群集による

直接的な対比は差し控えた方がよいと思われる。

　浮遊性有孔虫についてみると，上記地域内の与那原層

には，次の3種が共産しているので，全体としてαo砿

9副紹，砂翻h∬帯注1）に属する。

　＊東北出張所（調査当時）

＊＊燃料部
注1）本報告における浮遊性有孔虫の帯は，厳密にいえば，すべて共存

　　区問帯である。

　　α・6乞9θ吻αnψ傭h65

　　勘h㈱漁θIJ晦55襯乞n麗伽

　　S．　　　　　　　　　　　　　　5z必46h∫56θη5

　ただし，ここにかりにαo姥6吻碑吻励65帯としたも

のは，W．H．Blow（1959）および斎藤常正（1963）が，

Venezuelaおよび目本において，OJo5070渉α伽”2砂67乞一〇Jo惣一

67伽卿翻h65帯（下位）およびθJo60剛α伽耀ηα7薦窺6n劃

α7面一α・吻6吻朋膨n∫伽帯としたものを合せたものと，

一応御了解を頂きたい。何となれば，上記の3種の共産

だけからは，BLow（1959）や斎藤（1963）の両帯を認定

することができないからである。ただし，後で述べる今

次の試験井の坑井地質と宮崎層群注2）との総合的な比較

検討の結果によれば，ここにOlo惚6吻α卿傭h65帯とし

たものが，BLow（1959）や斎藤（1963），がθJo6070哲α伽

窺8nα7薦窟6nα7薦一〇Jo6296吻α脚謝h65帯に当ることは，ほ

ぼ間違いないところである。

2．　国場～志堅原路線

本路線に沿って分布する与那原層のうち，大里村稲嶺

付近から上り傾斜側はGlobigerina　nepenthes帯，また，

下り傾斜側は助h碓o漉π6伽麺558漉η漉照帯に属する。

後者を特徴づける種のうち，重要なものは次の5種であ

る。

注2）最下部は明らかにOJの070‘α1∫α㎜α脚7ゴー（ヌ」の忽87fηαn8ρ8nごh85帯に

　入る。
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　　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報

　　　α06070翻2α67鰯ψ7窺∫5

　　　0．　　　曜磁

　　　P肋痂痂α0襯卿Jo6z‘」磁

　　　勘h研o漁6JJ‘脚556ηz伽」伽

　　　5’．　　　　　　　　　　　　　　5％646h乞566η5

　BLow（1959）および斎藤によれば，Venezuelaおよび

目本本土においては，中新統上部の浮遊性有孔虫帯の重

なりの順序（sequence）は，次のようになっている（上

位より）。

　　　5勤α6Jl・麟n6Jgρ廊56痂η漉nα帯

　　　α05070嬬σ膨ηα繊郷8ηα繊一α06ゆ伽πψ6η伽

　　　　亜帯

　　　Olo607伽伽襯妙8痂一θlo6∫9672綴卿6η≠h65亜帯

（第21巻　第8号）

　すなわち，沖縄本島においても，上のような浮遊性有

孔虫帯による対比を適用できる。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和41年9月調査）
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